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十
日
町
地
鷹
開
発
公
羅
設
…
立
糧

公
共
用
地
等
の
先
行
取
得

本
年
度
事
業
二
億
四
千
九
百
万
円

七
月
下
削
以
来
、
県
知
事
に
認
可

申
請
し
て
お
り
ま
し
た
、
財
団
法
人

十
日
町
地
区
開
発
公
位
は
、
十
月
十

六
日
付
で
許
可
さ
れ
ま
し
た
．
財
団

法
人
の
性
格
は
、
民
法
第
三
十
四
条

の
規
定
に
基
づ
く
公
益
法
人
で
、
県

知
亭
の
許
可
を
得
て
設
豆
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
設
置
目
的
は
、

①
公
共
用
地
の
取
得
、
潰
成
管
理
処

分
②
住
宅
用
地
の
取
得
、
造
成
管
理

処
分
③
工
場
用
地
の
取
得
、
造
成
、

管
理
、
処
分
等
を
推
進
し
、
十
臼
町

市
、
川
西
町
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
．

　
公
柱
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
数
年

前
か
ら
県
に
設
立
許
可
を
要
請
し
て

お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
県
で
は
、
新

潟
市
、
長
岡
市
以
外
は
許
可
し
な
い

原
則
を
通
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

か
ら
広
域
行
政
に
役
立
つ
公
社
な
ら

検
討
し
よ
う
と
い
う
万
針
に
な
り
、

十
日
町
市
と
し
て
も
、
広
域
行
政
の

聾

　
　
　
　

灘
難
　
縣

露
か
ら
聲
に
踏
み
き
．
た
わ
け

男
あ
り
ま
す
。

　
利
点
と
し
て
は
、
地
万
自
治
法
上

の
団
体
と
ち
が
っ
て
民
間
資
金
を
大

巾
に
利
用
で
き
る
こ
と
。
母
度
区
分

に
と
ら
わ
れ
す
、
用
地
先
行
取
得
が

一
比
較
的
容
易
に
で
き
る
こ
と
。
国
、

一．
県
の
補
助
、
起
債
を
待
た
す
に
時
期

を
逸
せ
す
、
事
業
に
取
り
か
か
れ
る

等
民
間
企
業
に
近
い
運
営
が
で
き
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
十
月
二
十
八
日
に
第
一
回
の
理
楽

｝．
会
を
開
催
、
昭
和
四
十
四
年
度
の
覇

業
計
画
を
つ
ぎ
の
と
わ
り
決
定
し
ま

し
た
。

『　
今
後
公
社
の
事
業
と
し
て
、
都
市

百
鰭
地
の
先
行
覆
＋
日

町
公
園
用
地
の
先
行
取
得
等
交
渉
の

進
展
次
第
予
算
を
追
加
し
、
亭
業
の

謹
を
図
る
箪
婁
す
．

藻
細
難
縫
難

配
置
す
る
の
が
た
て
ま
え
で
あ
り
ま
．

す
が
、
し
ぱ
ら
く
の
間
、
現
市
役
所

の
行
政
組
織
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
、

運
営
す
る
こ
と
に
理
事
会
で
も
決
、
定

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
役
目
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

理
事
長
　
十
日
町
市
長
　
村
山
謙
吉

副
理
學
長
　
川
西
町
艮
　
根
津
正
三

　
〃
　
　
十
日
町
而
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
直
治

常
務
理
酪

　
　
十
日
町
而
助
役
　
小
川
彦
一
郎

理
　
事

　
　
十
日
町
市
議
会
副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
…
田
正
邦

〃〃〃〃

川
西
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
和
久
井
糖
一

川
西
町
助
役
　
田
口
　
一
男

＋
日
町
市
収
入
役

　
　
　
　
　
高
木
佐
五
郎

川
西
町
収
入
役

　
　
　
　
　
増
田
　
享

　
　
　
　
　
八
箇
峠
か
ら
湯
沢
の
芝

成
原
峠
を
結
ぶ
魚
沼
ス
カ
イ

完
ラ
イ
ン
（
麩
手
三

ン
キ
・
）
の
開
さ
く
が
、
昭
和

　
　
　
　
四
十
二
年
か
ら
姶
ま
っ
て

イ
い
ま
す
．
盆
覆
エ

ラ
費
聖
秀
円
で
震
の

　
　
　
　
大
峰
山
附
近
約
千
層
、
市

イ
　
　
　
　
内
大
沢
峠
附
近
約
五
百
麿

力
の
工
妻
兀
了
し
ま
し

ス
た
．
大
沢
峠
附
近
は
水
ば

の
し
ょ
う
や
ワ
タ
ス
ゲ
、
サ

　
　
　
　
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
モ
リ
ア

峠
オ
ガ
エ
ル
な
ど
珍
ら
し
い

沢
動
蕩
が
見
れ
る
の
で
、

大
観
光
の
名
所
と
な
る
で
し

　
　
　
　
ょ
う
。
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㍉
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ミ
し
ミ
馬
苛
、
、
、
、
、
ミ
、
、
、
ミ
、
心
㌧
r

理
　
　
事

　
　
十
日
町
市
長
公
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
作
三

監
　
　
査

　
　
十
日
町
葎
代
表
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
雄
四
郎

　
〃
　
川
肉
町
代
裏
監
奄
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
晶
茂
雄

▽
北
越
北
線
代
替
躍
買
収
箏
業
“
三
・

千
三
百
平
万
層
、
二
千
四
百
七
†
五

万
円
（
平
万
麿
七
千
五
百
円
立
退
建

物
移
転
用
地
）

▽
城
之
盲
工
場
団
雌
進
戒
分
譲
串
業

“
十
一
万
二
千
二
百
平
方
麿
、
二
億

二
千
四
百
四
十
万
円
（
用
地
買
収
事

一
業
）
▽
合
計
日
十
一
万
五
千
五
百
平

一
方
竺
箪
九
早
藷
．

　
務
所
に
あ
り
ま
す
。

六
、
そ
の
他

　
（
イ
）
第
二
種
の
補
欠
番
号
は
、
十

　
二
月
末
日
を
も
っ
て
効
力
を
失
い

　
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
而
営
住
宅

　
に
入
居
希
望
の
あ
る
方
は
あ
ら
た

　
め
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

　
（
ロ
）
四
月
か
ら
収
入
基
準
が
次
の

　
通
り
改
正
に
な
り
ま
す
。
カ
ッ
コ

　
内
は
改
正
前
。

▽
第
一
種
“
（
二
万
円
以
上
三
万
六

千
円
未
満
）
二
万
四
千
円
以
h
四
万

一
円
未
響
箋
奪
（
秀
円
以

市
営
住
宅
入
居
補
欠
者
募
集

　
第
二
種
市
営
住
名
、
入
居
補
欠
者

の
申
し
込
み
を
っ
ぎ
の
と
お
り
受
付

け
し
ま
す
。

　
現
任
の
第
二
種
補
欠
者
の
有
効
は

†
二
月
末
日
ま
で
で
す
の
で
、
引
き

続
き
入
居
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、
改

め
て
申
し
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
、
受
付
期
間

　
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
三
臼
～
同

　
月
九
日
（
遅
れ
た
も
の
は
受
け
つ

　
け
ま
せ
ん
）

二
、
受
付
場
所

　
市
役
所
内
、
社
会
福
祉
箏
務
所

三
、
入
居
資
格

（
イ
）
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

　
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

（
ロ
）
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

　
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届

　
出
を
し
て
い
な
い
が
、
享
実
上
婚

　
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も

　
の
、
そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含

　
む
）
が
あ
る
こ
と
．

（
ハ
）
過
去
一
ヵ
年
に
霜
け
る
総
所

　
得
を
所
得
税
法
第
二
条
第
一
節
所

　
得
金
額
の
計
算
の
例
に
雌
じ
て
算

　
出
し
た
金
額
を
十
二
で
除
し
た
額

　
の
合
計
か
ら
扶
養
親
族
一
人
に
つ

　
き
三
千
円
を
控
除
し
た
額
が
、
二

万
四
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（
二
）
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

（
ホ
）
国
税
、
地
方
税
を
滞
納
し
て

　
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

四
、
入
居
時
期

　
今
回
の
募
集
は
、
入
居
補
欠
者
の

ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の

　
住
宅
の
入
居
者
が
立
退
き
し
た
後

　
の
入
居
に
な
り
ま
す
。

五
、
申
し
込
み
用
紙
は
祉
会
福
祉
事

下
）
二
万
千
円
以
下
．

　
な
お
、
入
居
該
当
収
入
（
給
与
所
得

者
で
扶
養
親
族
二
人
の
場
合
）
第
二

種
、
年
間
総
所
得
五
＋
五
万
円
以
下

　
団
地
別
構
造
別
家
賃

第
二
種
▽
乎
代
坊
、
木
造
1
、
千
七

百
円
▽
八
幡
田
、
木
造
侶
千
七
百
円

谷
内
丑
、
木
造
衡
、
千
九
百
円
、
＝

千
二
百
円
．
二
千
七
百
円
▽
四
日
町

木
造
5
4
、
三
千
円
、
三
千
二
百
円
、

三
千
四
百
円

　
大
久
保
さ
ん
ら

　
30
人
に
ご
ほ
う
び

　
　
　
　
「
火
の
用
心
」
習
字

　
　
　
の
表
彰
式

　
市
消
防
後
援
会
の
火
の
用
心
習
字

入
選
者
裏
彰
式
は
去
月
三
十
日
市
役

所
で
行
な
わ
れ
中
学
校
十
二
人
、
小

学
校
十
八
人
、
計
三
十
人
が
滝
沢
会

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
賞
品
を
も

ら
い
ま
し
た
．
当
日
は
島
田
消
防
団

長
、
事
務
局
長
の
高
木
収
入
役
も
出

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
〃

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
ご

主
人
が
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
う
け
る

老
令
年
金
に
、
わ
す
か
な
加
算
が
つ

く
だ
け
で
、
そ
の
ほ
か
年
金
の
俣
護

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
国
民
年
金
は
、
こ
れ
を
お

ぎ
な
う
意
味
か
ら
、
希
望
が
あ
れ
ぱ

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て

奥
さ
ん
自
身
が
、
自
分
の
手
で
老
後

に
備
え
る
こ
》
．
が
で
き
る
よ
う
に
、

制
度
の
中
に
と
く
に
任
意
加
入
の
道

が
ひ
ら
か
れ
て
お
り
ま
す
。

年
金

　
　
ご
王
人
は
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
年

　
金
を
受
け
、
奥
さ
ん
は
国
民
年
金
か

　
ら
と
、
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
老
令
年
金

　
で
、
不
安
の
な
い
し
あ
わ
せ
な
老
後

　
の
生
活
設
計
を
お
た
て
く
だ
さ
い
．

　
　
◇
加
入
の
手
続
き

席
し
て
み
ん
な
の
力
で
火
の
用
心
を

呼
び
か
け
来
年
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
と
は
げ
ま
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
　
【
写
真
は
入
選
者
の
表
彰
式
】

下
条
小
学
稜
完
成

　
　
　
　
　
第
二
期
工
事
費
三
千
二
百
万
円

去
る
五
月
寄
か
ら
、
響
中
だ
莞
、
市
内
下
条
小
学
校
第
二
塑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壌
が
完
成
し
、
去
る
九
日
同
校
で
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
び
の
竣
工
式
孕
行
な
い
ま
し
た
．

　
同
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
で
、
建
築
資
金
の
一
部
は
郵

便
局
の
簡
易
保
険
融
資
を
受
け
た
も

の
で
、
総
工
費
は
、
三
千
二
百
三
十

八
万
円
で
す
。
面
績
は
、
九
百
九
十

七
平
方
麿
で
、
普
通
教
室
六
、
特
別

教
室
三
、
そ
の
他
三
と
な
っ
て
い
ま

す
．【
写
真
は
完
成
し
た
下
条
小
学
校
】

　
こ
れ
は
か
ん
た
ん
で
、
印
か
ん
ひ

と
つ
お
持
ち
に
な
っ
て
、
市
町
村
の

窓
口
で
「
国
民
年
金
に
は
い
り
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
．

◇
脱
退
は
自
由

　
任
意
加
入
は
、
資
格
さ
え
あ
れ
ぱ

希
望
で
い
つ
で
も
加
入
で
き
て
、
や

め
た
い
時
は
申
出
れ
ば
い
つ
で
も
や

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
俣
険
料

　
二
十
才
以
上
三
＋
五
才
未
満
の
万

が
月
額
二
百
五
十
円
。
三
十
五
才
以

上
は
月
額
三
百
円
。

◇
国
庫
負
担

　
あ
な
た
の
翁
さ
め
る
保
険
料
の
半

分
に
あ
た
る
お
金
を
、
あ
な
た
の
た

め
に
国
が
さ
ら
に
た
し
ま
え
し
ま
す

今だ！市民総ぐるみで交通事故をなくしよう。

悲しむ前にまづ家族で交通安全を考えよう

鱗
）ω
ン

、

09

（1川L、≧わが身に〕

市内交通事故発生状況

心9レぜ

1｝悲しみびノ交3虹・15’迄）

年
期
前
同

災
済
者

通
共
入

交
冒
加

44．10．30現在

　6

107

1
　
船

5者死

負傷者108

老
人
家
庭
奉
仕
員
募
集

募
集
人
員

委
託
料

申
込
期
日

提
出
書
類

提
出
場
所

お
翁
む
ね
五
十
歳
ま
で
の
女
子
一
名

月
額
一
万
九
千
二
百
円

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
三
十
日

履
歴
書

十
日
町
市
役
所
内
十
日
町
市
社
会
福
祉
亭
務
所

不
明
の
点
は
、
社
会
福
祉
亭
務
所
に
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
．

郵
便
局
か
ら
お
願
い

●
郵
便
物
事
故
申
告

皆
様
の
差
し
出
さ
れ
た
郵
便
物
が
先
方
に
届
か
な
い
、
内
容
品
が
た

り
な
い
あ
る
い
は
遅
れ
て
着
い
た
と
い
ッ
た
購
故
が
あ
ワ
た
場
合

は
、
す
ぐ
郵
便
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
．
申
告
の
方
法
は
、
郵
便
物

を
差
し
出
さ
れ
た
郵
便
局
の
窓
口
へ
申
し
出
て
い
た
だ
く
の
が
最
良

の
方
法
で
す
か
郵
便
物
を
差
し
出
さ
れ
た
郵
便
局
以
外
の
郵
便
局
で

も
、
ま
た
電
話
に
よ
っ
て
も
申
告
を
受
付
け
て
い
ま
す
．
申
告
の
あ

っ
た
郵
便
物
に
つ
い
て
は
三
十
日
以
内
に
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
ク
て
お
り
ま
す
．

国
道
二
五
三
号
線
が

交
通
止
め

国
道
二
五
三
号
線
、
市
内
孕
石
地
内
が
橋
架
架
設
の
た
め
、
去
る
十

日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
四
十
一
日
聞
交
通
止
め
と
な
り
ま
し

た
。
う
回
路
は
、
国
道
二
五
二
号
（
柏
崎
5
会
津
若
松
線
）
で
す

が
、
歩
行
者
、
自
転
翠
、
バ
イ
ク
の
通
行
は
で
き
ま
す
．

　
　
十
日
町
市
消
防
音
楽

　
　
隊
員
募
集

消
防
首
楽
隊
目
欠
員
の
為
、
市
内
在
住
者
を
対
象
に
、
つ
ぎ
に
よ
り

募
第
し
ま
す
．

吹
奏
楽
愛
好
者
は
、
経
験
、
未
経
験
を
間
わ
す
拘
申
込
み
下
さ
い
。

資
　
格

募
築
人
員

申
込
万
法

申
込
先

〆
　
　
切

市
内
在
住
の
男
女
十
八
才
5
二
十
五
才
前
後

＋
名

電
話
ま
た
は
郵
便
は
が
き
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
令

勤
務
先
（
職
業
）
等
記
入
の
こ
と
．

十
目
町
市
消
防
署
（
電
話
二
ー
二
四
五
〇
）

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
中
旬

な
お
申
込
者
に
対
す
る
、
詳
細
、
面
接
期
日
は
、
後
日
連
絡
い
た
し

ま
す
。

停

電

十
一
月
十
八
日
　
（
午
前
八
時
～
正
午
ま
で
）

池
谷
、
宇
田
ケ
沢
、
菅
沼
、
山
新
田
、
柴
倉
、
小
貫
、
殿
畑
、
東
西

枯
木
又
、
後
山
地
域

十
一
月
二
十
五
日
　
（
午
前
八
時
5
正
午
ま
で
）

仙
ノ
山
、
漉
野
、
塩
野
、
願
入
、
ニ
タ
子
地
域

十
一
月
二
十
七
日
　
（
午
前
八
時
5
正
午
ま
で
）

山
本
（
大
部
分
）
川
治
八
箇
入
口
聞
地
域
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耽
月
か
ら
検
針
・
集
金
日
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　
検
針
戸
数
が
急
増
し
て
二
日
延
長

　
市
水
道
課
で
は
、
来
る
†
二
月
か
　
て
お
り
ま
す
．
こ
れ
は
給
水
人
口
の

ら
当
分
の
間
検
針
及
び
集
金
目
を
別
伸
び
と
、
一
人
当
り
の
使
用
量
の
伸

表
の
よ
う
に
変
更
い
た
し
ま
す
。
　
　
び
に
よ
る
も
の
で
、
新
設
や
従
来
の

　
従
来
毎
月
一
日
か
ら
九
日
ま
で
検
装
置
を
改
造
し
た
り
増
設
を
さ
れ
る

馨
黎
灘
麩
懇
舗
銅
難
難

も
現
在
五
千
．
五
百
件
、
一
日
の
検
針
め
水
道
課
で
は
、
拡
張
や
改
良
亭
業

数
も
二
百
件
以
上
と
な
り
、
日
の
短
を
休
み
な
く
続
け
て
お
り
ま
す
。

か
い
冬
期
に
向
っ
て
困
難
と
な
り
ま
　
　
こ
の
た
め
断
水
や
濁
り
に
よ
る
ご

し
た
の
で
、
一
百
延
長
し
て
、
十
一
迷
惑
を
お
掛
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆

日
ま
で
と
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
｝
様
の
理
解
あ
る
ご
協
力
を
⑯
願
い
し

　
こ
の
た
め
集
金
も
十
二
日
か
ら
行
一
ま
す
。

な
っ
て
い
た
も
の
を
一
日
延
ば
し
て
　
　
冬
期
間
は
、
凍
結
に
よ
る
破
損
事

十
三
日
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
一
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特

協
鰐
製
間
馨
霧
饗
輔
難
盤

は
、
昭
和
四
十
二
年
度
に
、
約
百
五
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

十
七
万
立
万
米
、
四
十
三
年
に
は
約
　
　
ま
た
、
量
水
器
の
上
に
、
越
冬
用

百
八
十
一
万
立
方
米
と
年
々
上
昇
し
の
燃
料
を
置
い
た
り
、
囲
い
を
し
た

旅厨B撰夜茅蚕鱒望表

り
し
て
検
針
が
出
来
な
い
個
所
も
多

く
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
．

外
国
郵
便
物

　
　
の
出
し
方

　
外
国
あ
て
小
包
郵
便
物
の
差
し
出

し
方
に
つ
い
て

外
国
へ
小
包
郵
便
物
を
差
し
出
さ
れ

る
場
合
は
次
の
点
に
ご
注
意
下
さ

い
。

▽
郵
便
法
や
万
国
郵
便
条
約
に
よ
っ

て
郵
便
小
包
と
し
て
差
し
出
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
．

▽
郵
便
を
詐
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
も
、
税
関
告
知
書
に
内
容
品
、
正

味
重
量
、
価
格
等
詳
細
に
記
入
し
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
荷
造
り
を
さ
れ
る
前
に
当
局
の
窓

口
係
か
電
話
（
二
ー
二
三
〇
〇
）
へ

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

街
頭
で
電
話
教
室
開
設

　
　
　
　
無
料
で
ど
こ
へ
で
も
電
話
を
か

　
　
　
　
け
ら
れ
る

　
ナ
　
ゆ
だ
　
だ
お
　
で
は
ヤ
じ
ょ

軍
糞
の
か
け
峯
市
民
の
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栃
簿
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ナ
　
か
ら
　
　
　
ぼ
ま
で
ヤ
　
　
　

輔
藷
響
蘇
市
外
通
話
奪
い
嚢
か
け
た
人
も
・

　
同
局
の
電
話
は
、
本
鉦
の
二
月
か
か
け
ら
れ
た
人
も
お
互
い
に
お
金
と

ら
全
国
ど
こ
へ
で
も
ダ
イ
ヤ
ル
で
市
時
間
を
損
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
両

外
通
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
｝
日
は
遠
い
親
類
、
和
人
な
ど
、
ど
こ

た
が
、
局
の
調
査
で
は
、
十
回
か
け
一
で
も
ダ
イ
ヤ
膨
市
外
通
話
を
無
料
で

る
う
ち
三
回
も
ダ
イ
ヤ
ル
誤
り
が
あ
一
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す

る
と
の
二
と
ど
の
た
め
ダ
イ
塵
の
で
・
気
軽
に
立
ち
寄
ぞ
使
用
し

ち
が
い
に
よ
っ
て
無
駄
な
料
金
笙
て
ほ
し
い
と
い
ぞ
い
ま
す
・

っ
て
い
る
八
萎
り
あ
る
こ
趨
　
（
＋
日
町
電
報
鋸
）

安
塚
、
松
代
、
松
之
山
は
す
ぐ

つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
安
塚
、
松
代
、
松
之
山
局
方
面
へ
　
「
大
島
〇
二
五
五
九
四
」
と
な
り
ま

の
市
外
通
話
に
つ
い
て
は
、
大
変
ご
す
。

不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
　
　
か
け
万
は
、
安
塚
～
浦
川
原
局
の

「
十
一
月
三
十
日
（
日
曜
日
）
午
前
場
合
、
市
外
局
番
を
相
手
の
番
号
を

0
時
」
か
ら
即
時
通
話
に
な
り
、
す
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
直
接

ぐ
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
　
　
つ
な
が
n
ま
す
。
松
代
、
松
之
山
、

　
市
外
局
番
は
「
安
塚
〇
二
五
五
菖
蒲
、
菱
里
、
大
島
局
に
つ
い
て
は

九
」
「
浦
川
原
○
二
五
五
九
九
」
　
市
外
局
番
を
回
わ
し
ま
す
と
、
そ
れ

っ
　
　
の
ニ
　
　
　
　
し
っ
　
　
　
ぞ
れ
の
　
　
　
　
オ
が
　
ま
す
の
で

袈
五
「
撃
業
箋
相
蕪
。
叢
懸

　
第
ロ
一
回
市
展
賞

　
受
賞
者

◎
日
本
圃
の
部

▽
市
展
賞
該
当
者
な
し
▽
奨
励
賞

関
口
愛
吉
　
滝
沢
甲
子
郎
　
井
ノ
川

節
子

◎
洋
圃
の
部

▽
市
展
賞
　
阿
部
正
明
　
▽
奨
励
賞

岡
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
市
内
関
芳

滝
文
、
両
工
嚇
従
業
員
が
い
っ
せ
い

に
避
難
す
る
．
こ
れ
は
去
る
七
日
行

な
わ
れ
た
、
十
日
町
市
防
災
訓
練
の

ひ
と
こ
ま
。

　
市
で
は
、
非
常
災
害
に
備
え
、
当
．

日
関
係
機
関
団
体
と
協
力
し
て
大
が

約
一

は
、
す
べ
て
局
の
変
換
取
扱
看
に

「
即
時
」
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
十

日
酊
局
の
変
換
、
取
扱
者
が
出
ま
し
た

ら
相
手
局
の
局
名
と
、
相
手
番
号
を

告
げ
て
く
だ
さ
い
。

に
七
円
潟
、
す
。

　
ま
た
土
而
、
下
条
局
か
ら
の
料
金

は
す
べ
て
三
分
ま
で
十
五
円
で
、
一

　
ま
す
ご
と
に
　
　
で
す
っ

　
　
ぼ
ヤ
　
　
　
　
の
が
　
　
　
　

は
ヤ
　
　
か
ら
　
　
　
わ
り
ま
す
の

鱗
　
逡

わ
れ
、
午
前
十
一
時
三
十
分
関
芳
、
滝

文
両
工
場
裏
山
に
が
け
く
す
れ
が
あ

り
危
険
と
な
っ
た
、
と
い
う
想
定
で

避
難
立
退
き
指
示
が
出
さ
れ
、
会
社

員
が
い
っ
せ
い
に
各
分
工
場
の
広
場

に
避
難
し
ま
し
た
。
ま
た
け
が
人
発

生
と
い
ろ
想
足
で
救
急
医
療
団
が
出

一
千
人
が
参
加

十
日
町
市
防
災
訓
練
終
わ
る

徳
永
　
仁
斉
藤
孝
雄
　
高
橋
幸
男

▽
佳
作
賞
　
二
瓶
哲
夫
田
中
清

◎
新
し
い
美
術
の
部

▽
市
展
賞
　
山
崎
巌
　
▽
奨
励
賞

村
山
正
彦
堀
川
紀
夫
大
久
保
淳

二
　
渡
辺
美
代
子
▽
佳
作
賞
　
小

宮
山
幸
男
徳
永
幸
二
　
大
島
辰
生

◎
轡
道
の
部

▽
市
展
鴬
　
田
村
六
助
▽
奨
励
賞

か
り
な
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

が
大
雨
洪
水
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て

問
も
な
く
、
午
前
七
時
市
役
所
に
訓

練
災
害
本
部
が
鱒
置
さ
れ
、
村
山
市

艮
を
本
部
長
に
各
磯
関
、
地
区
か
ら

の
災
害
情
報
の
、
通
信
伝
達
な
ら
び

に
収
集
の
訓
練
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
行
な

　
匙
ム
ソ
S
6
－
1
　
1
量

，
で
、
電
話
番
号
は
「
審
号
案
内
」
へ

お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

給
与
所
得
者

の
年
末
調
整

　
十
二
月
に
は
給
与
所
得
者
が
毎
月

納
め
て
い
る
源
泉
所
得
税
に
つ
い
て

年
末
調
整
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
は
い
わ
ば
給
与
所
得
者

の
確
定
申
告
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り

（
特
定
の
給
与
所
得
者
を
除
い
て
は

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
）
生

命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の
控
除
、

自
宅
で
支
払
っ
た
社
会
保
険
料
の
控

鮪
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

　
　
　
　
　
十
日
町
農
協
の
斉
木
さ
ん

　
十
日
町
農
協
有
放
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

斉
木
や
よ
え
さ
ん
は
、
去
る
十
二
出

県
信
連
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
新
潟
県

有
線
放
送
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位
と
な

り
、
来
る
二
十
五
日
東
京
で
開
か
れ

上
村
正
幸
　
高
橋
チ
ヅ
、
五
十
嵐
美

智
　
▽
佳
作
賞
　
岡
村
操
　
大
久

ぼ
　
モ
ロ
　
　
　
　
　
き

一
竹
内
英
一
富
武

▽
写
真
の
部

▽
而
展
賞

一
水
落
幸
三

▽
佳
作
嘗

岡
島
安
治
．

中
条
誠
▽
奨
励
賞

岩
田
正
幸
　
八
木
森
造

庭
野
米
蔵
　
樋
n
雅
春

る
全
国
ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
ま
た
番
組
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し

た
録
音
樹
成
「
川
治
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
」
が
最
優
秀
と
な
り
、
全
国
審
査

に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
．　

郵
便
番
号
簿
は

　
届
き
ま
し
た
か

　
十
円
面
郵
便
局
で
は
さ
き
に
全
国

郵
便
番
号
簿
を
全
戸
に
配
布
し
ま
し

た
が
、
届
い
て
な
い
ご
家
庭
が
あ
り

ま
し
た
ら
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

動
す
る
ひ
と
幕
も
あ
り
、
実
施
要
領

ど
お
り
時
間
の
誤
差
も
少
な
く
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
な
お
当
日
の
訓
練

に
参
加
し
た
人
員
は
、
約
二
千
人
で

し
た
。
【
写
真
は
本
部
長
に
伝
令
を
伝
え
る

訓
練
】

除
、
年
の
中
途
で
異
動
（
増
減
）
し

た
扶
養
親
族
等
に
か
か
る
控
除
額
の

調
整
等
を
行
な
っ
て
給
与
の
支
払
者

が
そ
の
支
払
の
つ
ど
源
泉
徴
収
を
し

た
所
得
税
額
の
年
間
合
計
額
と
そ
の

給
与
の
総
額
に
対
す
る
年
税
額
の
差

を
清
算
す
る
こ
と
で
す
．

　
こ
の
場
合
給
与
所
得
者
は
そ
の
年

巖
後
の
給
与
の
支
払
い
を
受
け
る
日

の
前
日
ま
で
に
「
扶
養
控
除
等
異
動

由
告
書
」
と
給
与
所
得
者
の
「
保
険

料
控
除
申
告
督
」
を
給
与
の
支
払
者

即
ち
源
泉
徴
収
義
務
者
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
を
誤
り
な
く
受
け
ら
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
σ

　
蕉
宋
調
整
に
つ
い
て
の
申
告
の
手

続
は
、
給
与
の
支
払
者
（
源
泉
徴
収

義
務
者
）
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
指
導
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
一
お
り
ま

す
．

　
ま
た
、
給
与
の
支
払
者
（
源
泉
徴

収
義
務
者
）
が
年
末
調
整
の
手
続
等

に
つ
い
て
誤
り
な
い
取
扱
い
を
し
て

い
た
穿
く
た
め
給
与
担
当
者
等
源
泉

徴
収
の
取
扱
者
の
方
を
対
象
に
し
て

説
明
会
（
徴
収
義
務
者
あ
て
個
別
に

案
内
し
ま
す
）
を
開
催
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
説
明
会
に
は

必
す
出
席
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

笹めぐ　
中
条
の
尾
崎
部
落
に
”
堀
之

内
‘
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
．

億
堀
之
内
躍
は
昔
の
土
豪
な
ど
の

舘
（
た
て
）
跡
に
よ
く
使
わ
れ
る

地
名
で
す
。

　
上
穴
井
田
川
と
下
大
井
田
川
に

は
さ
ま
れ
た
信
濃
川
へ
つ
き
出
た

半
島
状
の
台
地
の
さ
き
に
尾
崎
舘

の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
川
の
浸
蝕
に
よ
．
て
三
方
が
断

崖
と
い
う
天
然
の
地
形
を
利
用
し

て
、
東
側
に
高
さ
三
桝
の
土
塁
と

空
壕
を
設
け
て
い
ま
し
た
。
今
で

は
外
壌
は
埋
め
つ
く
さ
れ
、
土
塁

と
空
壕
の
一
部
だ
け
が
僅
か
に
名

残
り
を
と
ど
め
て
い
る
だ
け
で

す
．

尾
崎
舘
は
経

隆
の
居
舘

　
こ
の
あ
た
り
は
大
井
田
郷
の
中

心
で
．
大
井
田
小
学
校
の
近
く
に

は
鯉
舘
θ
の
地
名
も
あ
り
ま
す
の

で
、
尾
崎
舘
は
大
井
田
氏
の
主
流

大
井
田
経
隆
の
居
舘
だ
と
い
わ
れ

　
て
い
ま
す
。
昔
の
土
豪
た
ち
の
城

　
舘
の
配
置
は
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の

　
場
は
平
地
に
居
舘
を
設
け
、
い
ざ

　
戦
斗
の
と
き
は
け
わ
し
い
山
上
に

　
要
害
城
や
砦
を
築
い
て
た
て
こ
も

　
る
と
い
う
二
段
構
え
の
備
え
を
も

　
一
、
て
い
ま
し
疋
．

　
　
尾
崎
舘
は
平
素
の
居
舘
で
、
要

潤
害
城
は
、
八
幡
部
落
の
東
に
あ
る

　
慮
峰
の
薬
師
城
θ
で
は
な
い
か
と

想
像
さ
れ
ま
す
。

こ
の
地
方
の

代
表
的
居
舘

　
尾
崎
舘
の
北
方
二
’
の
と
こ

ろ
に
あ
る
坪
野
舘
は
、
規
模
、

構
造
な
ど
は
尾
崎
城
と
そ
う
く

り
で
す
が
、
遺
構
が
よ
く
保
存

さ
れ
て
い
る
点
で
は
こ
の
地
方

の
代
表
的
な
居
跡
で
す
．

　
中
条
小
学
校
の
南
を
流
れ
る

下
手
用
と
水
無
川
の
間
の
段
丘

の
突
端
に
あ
る
の
が
坪
野
舘
の
舘

跡
で
す
。

　
南
と
西
を
天
然
の
瀬
崖
で
守
ら

れ
た
台
地
の
上
に
約
六
十
層
四
方

　
空
壕
を
め
ぐ
ら
し
て
い
ま
す
．
国

　
道
の
逝
く
に
は
最
近
ま
で
外
壕
の

　
一
部
も
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
中
条
氏
は
大

　
　
井
田
氏
の
分

　
　
家

　
　
今
か
ら
七
百
年
ほ
ど
前
に
こ
の

　
地
に
土
着
し
た
大
井
田
城
主
の
居

　
舘
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
の

　
ち
に
大
井
田
氏
の
一
族
中
条
氏
の

居
舘
に
な
う
．
た
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

〕
．
．
零

　
　
　
∴
・
の
　
　
＼

　
中
条
氏
は
大
井
出
氏
の
分
家
で

南
北
朝
時
代
に
は
大
井
田
氏
ら
と

共
に
南
朝
の
た
め
に
活
躍
し
ま
し

た
が
、
南
朝
滅
亡
後
は
上
杉
氏
に

仕
え
ま
し
た
。

　
上
杉
謙
信
が
十
九
才
の
と
き
兄

尾
崎
舘
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
野
舘
中
条
⑦

に
わ
た
．
て
、
東
、
北
二
面
に
高
　
晴
景
に
代
つ
て
春
日
山
の
城
主
に

さ
二
材
の
土
塁
と
、
そ
の
外
側
に
　
な
っ
て
か
ら
越
後
を
完
全
に
統
一

す
る
ま
で
に
三
年
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
聞
最
後
ま
で
屈
服
し
な

か
っ
た
の
が
上
田
（
六
日
町
）
の

城
主
長
尾
政
景
で
す
．

　
当
時
の
妻
有
郷
は
、
春
日
山
と

上
田
の
中
聞
に
あ
っ
て
両
勢
力
が

い
り
く
ん
で
い
る
接
点
で
し
た
．

　
大
井
田
、
中
条
、
上
野
氏
ら
は

春
日
山
に
層
し
、
千
手
城
の
下
平

氏
は
政
景
の
配
下
で
す
．

　
天
文
二
十
年
、
政
景
の
命
を
う

け
た
下
平
ら
上
田
勢
が
上
野
城

（
節
黒
城
）
を
攻
め
た
と
き
、
中

条
玄
蕃
ら
が
こ
れ
を
撃
退
し
た
こ

と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
条
氏
の
本
拠
が
中
条
の

城
山
で
あ
り
、
坪
野
が
居
舘
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
．

　
　
【
写
真
、
凸
板
は
坪
野
舘
】

　
（
市
商
工
課
長
　
佐
野
良
吉
）

一351一


